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国道国道231号の整備促進整備促進� 新しい公共交通公共交通システムの導入促進導入促進�

情報通信基盤情報通信基盤の整備と電子自治体電子自治体の形成�

省エネルギー・自然エネルギー利用の促進� 循環型社会の形成に向けたライフスタイルの普及�

多様なみ多様なみどりづくりの推進推進� 下水道等下水道等の整備促進整備促進�

海浜レクリエーションの振興�食と体験型観光の推進�

子育て支援の充実�

石狩湾新港への�
新たな定期航路の誘致�

札幌市との�
交通アクセス向上�

事業所誘致と環境・リサイクル等�
産業拠点の形成促進�

高齢者の社会経済活動への参加支援プログラムの開発�

郷土の歴史・文化の承継と交流�交流資源としての農漁業の振興�

～市内を結ぶ交通動脈の整備促進～�
～地域に適した�

公共交通システムの検討と実現化～�

～情報ネットワークを活用した�
行政サービスの充実～�

～環境共生都市としての魅力発信～�
～廃棄物の発生抑制（リデュース）、�
再利用（リユース）、再資源化（リサイクル）～�

～自然を愛するまちづくりの推進～� ～快適な生活ときれいな水環境の実現～�

国道231号の整備促進� 新しい公共交通システムの導入促進�

情報通信基盤の整備と電子自治体の形成�

省エネルギー・自然エネルギー利用の促進� 循環型社会の形成に向けたライフスタイルの普及�

多様なみどりづくりの推進� 下水道等の整備促進�

◆石狩河口橋とその周辺区間の多車線化�

◆赤岩トンネルの整備�

◆防雪柵、防雪シェルター、歩道照明の整備�

◆花川地区における循環バスの導入�

◆デマンド交通・NPOによる地域交通システム等の導入促進�

◆軌道系交通機関の導入促進活動�

◆地域イントラネット・情報センターの整備�

◆電子入札、電子申請・電子施設予約システムの導入検討�

◆地理情報システム（GIS）の運用�

◆民間とのパートナーシップによる風力発電施設の立地推進�

◆公共施設への省エネルギー、自然エネルギー活用設備の導入�

◆環境教育、環境学習の推進�

◆石狩湾新港地域の事業所間エネルギーリサイクルの推進�

◆資源回収団体奨励事業�

◆リサイクルプラザの運営�

◆環境市民会議、ごみへらし隊の活動事業�

◆ごみ処理コスト排出者負担システムの検討�

◆あつたふるさとの森整備�

◆公有林・民有林の整備及び適正管理�

◆みどりを育てる拠点施設の運営�

◆公共下水道の整備�

◆個別排水処理施設（浄化槽）の整備�

交流のいしずえプロジェクト�

スマート・エコシティ・プロジェクト�

デマンド交通：地元のタクシー会社や自治体の小型乗合自動車で、利用者を自宅から目的地まで送迎するという交通システム。�

パートナーシップ：同じ目的に向かって、市民と行政、企業と行政など役割分担をしながら協力して働くこと。�
エネルギーリサイクル：燃焼、発酵等により廃棄物の持つエネルギーを抽出し利用すること。�

合併まちづくりプラン合併まちづくりプラン

新市の特性である豊かな自然環境・資源を活かした事業や、一体感の醸成と発展に
重点
プロジェクト



国道231号の整備促進� 新しい公共交通システムの導入促進�

情報通信基盤の整備と電子自治体の形成�

省エネルギー・自然エネルギー利用の促進� 循環型社会の形成に向けたライフスタイルの普及�

多様なみどりづくりの推進� 下水道等の整備促進�

海浜海浜レクリエーションの振興振興�食と体験型観光体験型観光の推進推進�

子育子育て支援支援の充実充実�

石狩湾新港石狩湾新港への�
新たな定期航路な定期航路の誘致誘致�

札幌市札幌市との�
交通交通アクセス向上向上�

事業所誘致事業所誘致と環境環境・リサイクル等�
産業拠点産業拠点の形成促進形成促進�

高齢者の社会経済活動への参加支援プログラムの開発�

郷土郷土の歴史歴史・文化文化の承継承継と交流交流�交流資源交流資源としての農漁業農漁業の振興振興�

～新たな定期航路誘致による�
流通港湾としての利便性向上～�

～新港地域と札幌市を結ぶ�
幹線道路の整備推進～�

～事業所誘致と環境・�
リサイクル産業の拠点形成～�

石狩湾新港への�
新たな定期航路の誘致�

札幌市との�
交通アクセス向上�

事業所誘致と環境・リサイクル等�
産業拠点の形成促進�

◆重点的、戦略的なポートセールスの
実施�

◆港湾施設など港湾機能の高度化�

◆花川地区と新港地域とを結ぶ道路
の検討・整備�

◆軌道系交通機関の導入促進活動�

◆企業立地ビジョンの策定�

◆産学官協働による企業集積形成に
向けての調査研究�

◆サハリン石油・天然ガス開発プロジ
ェクト後方支援基地の立地促進�

◆観光振興プランの策定�
◆体験型観光プログラム等の開発と情報発信�
◆新たな観光資源や特産品の開発、販売促進等の支援�
◆港朝市の振興や拡充などに対する支援�
◆情報発信・地産販売拠点の整備推進�

～豊富な観光資源を活かした体験型観光の推進～� ～札幌・空知圏における海浜レクリエーション拠点の形成～�

海浜レクリエーションの振興�食と体験型観光の推進�

◆海岸環境整備事業の推進�

◆マリンスポーツの振興方策の検討�

◆（仮称）こどもゆめパークの整備�

◆保育所の整備�

◆（仮称）こども支援センターの整備�

◆各種子育て支援サービスの推進�

～安心して子どもを生み育てられる環境の整備～� ～高齢者と地域社会が豊かに暮らす仕組みづくり～�

高齢者の社会経済活動への参加支援プログラムの開発�子育て支援の充実�

◆高齢者総合プランの策定�

◆高齢者の就労機会の確保と拡大�

◆学校等を利用した子どもと高齢者の交流事業�

◆地域通貨システム導入の検討�

◆グリーンサポーター、ワーキングホリデーの推進�

◆農山漁村留学制度の導入検討�

◆「農楽校・水産楽校（就業体験、技術指導など）」の開設検討�

～農漁業を通した市民や地域間の交流促進～� ～長い歴史と新たな文化が共存・共鳴するまちづくり～�

郷土の歴史・文化の承継と交流�交流資源としての農漁業の振興�

◆歴史館、資料館及び歴史的建造物の維持・整備�

◆郷土教育、郷土学習の推進�

◆芸術文化、郷土芸能の振興等に対する支援�

◆（仮称）生涯学習センターの整備�

「食と体験」観光推進プロジェクト�

ひと・まちげんきプロジェクト�

石狩湾新港地域パワーアッププロジェクト�

ポートセールス：港湾管理者等が港湾施設サービスの充実を図り、港湾利用の促進を目指して展開する活動のこと。�
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役立つ事業、事業効果が広く合併の効果が実感できる事業などの施策群を重点プロジェクトとします。
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新市において展開するテーマ別の主な施策は次のとおりです。

テーマ別の
施策

主
要
事
業�

主
要
事
業�

【幹線交通網の整備】�
●国道整備の促進（国道231号、451号）�
●道道整備の促進（矢臼場札幌線、月形厚田線、望来当別線）�
●花川通の道道昇格・整備の促進�
●幹線道路・生活道路整備事業�
●地域交通の維持・充実（循環バス等の運行、バス路線運行補助事業）�
●軌道系交通機関等の導入促進�

【居住環境の整備】�
●安定した水道供給の促進（上水道施設整備事業）�
●水洗化の促進（下水道整備事業、合併処理浄化槽の普及事業）�
●公営住宅の整備（道営・市営）�
●斎場の改修・整備の促進�

【高度情報通信網の整備】�
●地域イントラネット構築、情報センター整備事業�
●電子自治体の形成促進（行政電算システム統合、電子入札導入）�

【消防・防災・救急・安全】�
●消防車両等更新事業、消防水利整備事業�
●消防施設整備事業（石狩消防署庁舎の耐震化、北出張所の移転等）�
●防災行政無線整備事業�
●防災マップ作成事業�
●救急業務高度化整備事業（高規格救急車等）�
●警察署設置の促進�
●歩道設置事業�

【保健・医療体制の充実】�
●成人保健、成人検診事業の実施�
●各種健康増進事業�
●乳幼児医療費、老人医療の助成事業�
●診療所（厚田・浜益地区）の運営�

【高齢者福祉の充実】�
●高齢者福祉施設の整備�
●各種在宅支援サービス事業の実施�
●各種介護予防事業の実施�
●高齢者総合プランの策定�

【児童福祉の充実】�
●（仮称）こども支援センターの建設�
●くるみ保育園建替事業、はまます保育所整備事業�
●保育充実事業（乳児保育、時間延長保育、一時保育他）�

【障がい者福祉の充実】�
●各種居宅支援事業（障がい者）�
●各種心身障がい者在宅支援サービス事業�

【地域福祉の充実】�
●福祉3計画（地域福祉・次世代育成支援・障がい者福祉）の策定�
●奨学金支給事業�

　札幌市に隣接している
好条件とさまざまな地域
資源を活かし、新市の経
済的自立性を高め、元気
で活力あるまちをまざし
ます。�

　少子・高齢化社会に対

応した、市民が毎市民が毎日を健康健康

ではつらつと過ごすこと

ができるまちをめざします。す。�
　新市が誇る豊かな自然
と快適な生活環境を良好
な状態で次世代に引き継
ぎます。�

しっかり！�
暮らしの基盤�

はつらつ！�
日々の暮らし�

　市民の暮らしの基本と

なる基盤整備基盤整備を進め進め、均

衡ある発展を促進すると

ともに、安全で快適なまち

をめざします。す。�

しっかり！�
暮らしの基盤�

　市民の暮らしの基本と

なる基盤整備を進め、均

衡ある発展を促進すると

ともに、安全で快適なまち

をめざします。�

はつらつ！�
日々の暮らし�

　少子・高齢化社会に対

応した、市民が毎日を健康

ではつらつと過ごすこと

ができるまちをめざします。�

合併まちづくりプラン合併まちづくりプラン
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主
要
事
業�

主
要
事
業�

【農林水産業の振興】�
●土地改良事業の推進�

●農道・林道整備事業�

●農業・漁業振興奨励補助事業�

●産業振興資金貸付事業（利子補給）�

●担い手支援助成事業�

●漁港整備の促進�

●地域水産物供給基盤整備事業�

●さけ・ます種苗生産施設整備事業�

●沿岸資源増養殖事業（サケ、ハタハタ、ニシン）�

●沿岸漁場資源管理育成事業（ウニ・アワビの種苗放流）�

【商業・工業の振興】�
●商工会議所等経営改善普及事業�

●中小企業特別融資事業�

●工場等立地促進奨励補助事業�

●サハリン石油・天然ガス開発プロジェクト石狩後方支援促進事業�

●石狩湾新港地域企業立地ビジョンの策定�

【観光の振興】�
●保養センター改修事業�

●海岸環境整備事業�

●北海道遺産「石狩川」歴史・文化伝承事業�

●映画等ロケーション誘致促進事業�

●観光振興プランの策定�

●道の駅整備事業�

●地場企業等活性化事業�

【循環型社会の構築】�
●資源回収団体奨励事業�

●リサイクルプラザ運営事業�

【公害防止・環境の保全】�
●各種公害防止調査事業�

●21世紀北の森づくり推進事業�

●あつたふるさとの森整備、公有林整備�

●環境教育・環境学習の推進事業�

●ISO14001認証取得事業�

●風力発電事業�

【公園緑地整備・景観形成】�
●石狩ふれあいの杜公園整備、（仮称）緑のセンター建設�

●河川緑地広場整備事業�

●はまなすの丘公園木道改修事業�

●景観形成基本計画の策定�

　札幌市に隣接している
好条件とさまざまな地域
資源を活かし、新市の経
済的自立性を高め、元気
で活力あるまちをまざし
ます。す。�

　少子・高齢化社会に対

応した、市民が毎日を健康

ではつらつと過ごすこと

ができるまちをめざします。�
　新市が誇る豊かな自然
と快適な生活環境を良好
な状態で次世代に引き継
ぎます。す。�

きらきら！�
風、みず、みどり�

もりもり！�
まちの活力�

　市民の暮らしの基本と

なる基盤整備を進め、均

衡ある発展を促進すると

ともに、安全で快適なまち

をめざします。�

きらきら！�
風、みず、みどり�

もりもり！�
まちの活力�

　札幌市に隣接している
好条件とさまざまな地域
資源を活かし、新市の経
済的自立性を高め、元気
で活力あるまちをまざし
ます。�

　新市が誇る豊かな自然
と快適な生活環境を良好
な状態で次世代に引き継
ぎます。�

しっかり！�
暮らしの基盤�

しっかり！�
暮らしの基盤�

きらきら！�
風、みず、みどり�

きらきら！�
風、みず、みどり�

もりもり！�
まちの活力�

もりもり！�
まちの活力�

はつらつ！�
日々の暮らし�

はつらつ！�
日々の暮らし�

すこやか！�
みんなの�
心とからだ�

すこやか！�
みんなの�
心とからだ�
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主
要
事
業�

主
要
事
業�

●地域協議会の運営�

●集会所整備事業�

●地理情報（ＧＩＳ）システム構築事業�

●総合センター改修事業（厚田支所）�

【生涯学習の振興】�
●（仮称）生涯学習センター整備事業�

●（仮称）こどもゆめパーク整備事業�

【学校教育の充実】�
●小・中学校整備事業（学校建設、耐震補強、プール改修、水洗化等）�

●学校給食センター整備事業�

●スクールバス更新事業�

●スクールカウンセラーの設置�

●総合的な学習支援事業�

●英語指導助手招致事業�

●児童生徒国際交流促進事業�

●地域教育創造事業（交付金）�

●児童・生徒通学費助成事業�

●地域イントラネット活用による情報教育環境の整備�

【社会教育の充実】�
●市民文化祭補助事業�

●芸術文化振興奨励補助事業�

【歴史・文化の振興】�
●石狩紅葉山49号遺跡史跡整備事業�

●旧長野商店移築事業�

●歴史館整備事業�

●ニシン資料館改修事業�

【国際交流・地域間交流の推進】�
●姉妹都市交流事業�

●市内交流促進事業�

スクールカウンセラー：いじめや不登校などの心の悩みに専門的立場から助言・援助を行うため、小・中学校等に
配置されたカウンセリングの専門家のこと。�

BOOK

「地域地域の輝きを大切大切に」�

「一人一人ひとりが主人公が主人公」�

「しなやなやかな行財政体制な行財政体制」�

　市民が生涯　市民が生涯にわたって

自ら学び続けび続けることので

きる環境環境を整えるとともに、

地域固有の歴史・伝統・文

化の継承継承と新しい文化文化の

創造創造をめざします。す。�

すこやか！�
みんなの�
心とからだ�

施策推進の�
3つの原則�
施策推進の�
3つの原則�

すこやか！�
みんなの�
心とからだ�

「地域の輝きを大切に」�

「一人ひとりが主人公」�

「しなやかな行財政体制」�

　市民が生涯にわたって

自ら学び続けることので

きる環境を整えるとともに、

地域固有の歴史・伝統・文

化の継承と新しい文化の

創造をめざします。�

合併まちづくりプラン合併まちづくりプラン

テーマ別の施策は、新市建設の基本理念「自立・共生・協働によるまちづ
くり」を具体化した3つの原則を踏まえながら推進します。

施策推進の
原則



　新市としての一体感の

醸成や地域住民の交流、

ボランティア、ＮＰＯ活動な

ど、市民が自主的・主体的

に取り組むまちづくり活動

の促進�

　厚田・浜益地区における

住民の創意工夫による、産

業、歴史・文化、教育、コミ

ュニティ活動などの振興や、

合併にともなう住民サー

ビスの変化による住民生

活への影響緩和を目的と

する事業の実施�

約16.8億円� 厚田・浜益地区　各１億円�

など� など�

合併特例債�
の活用�

合併特例債�
の活用�

合併まちづくり基金�
（仮称）�

地域振興基金�合併まちづくり基金� 地域振興基金�
（仮称）�
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テーマ別の施策に位置づけられている主要事業の中には、北海道が主体と
なって実施する事業も含まれています。
将来像実現のためには、これらの事業も重要な役割を持っていることから、

北海道と連携してまちづくりを推進します。

北海道事業の
必要性

新市では、合併特例債を活用した2つの基金を創設し、それぞ
れ次のような目的に役立てていくこととします。

「合併まちづくり基金」と
「地域振興基金」の設置

北海道が実施主体となる事業�

●道道整備の促進�
　（矢臼場札幌線、月形厚田線、望来当別線）�

●花川通の道道昇格、整備の促進�

●河川改修事業（望来川、浜益川、新田川）�

●橋りょう整備事業�

●道営住宅整備の促進�

●警察署設置の促進 

●道営土地改良事業の推進�

●経営体育成基盤整備事業�

●農道、林道整備事業�

●漁港整備の促進�

●地域水産物供給基盤整備事業�

●海岸環境整備事業�

しっかり！�
暮らしの基盤�

しっかり！�
暮らしの基盤�

もりもり！�
まちの活力�

もりもり！�
まちの活力�
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合併まちづくりプラン合併まちづくりプラン

対応�
「合併�
まちづくり�

プラン」�

「合併�
まちづくり�

プラン」�

　平成27年までは増加傾向にありますが、平成27年の

62,135人をピークに、その後、57,592人にまで減少し

ます。�

影 響�

影 響�

　平成12年の子ども1人に対する大人は4.7人、高齢者は

1.1人となります。�

これを平成42年で見ると、子どもと大人は減少し、高齢者

は約2倍に増加します。�

　「合併まちづくりプラン」では、将来の人口減少を踏まえながら、少子高齢社会に対応したまちづくりと各種施策を推進します。�

　 まちの活気や活力の低下�

　 労働力の不足�

　 経済活動の停滞�

　 地域社会の持続性の低下�

　 福祉サービスや医療など社会保障費の増加�

　 現役世代の負担の増大�

人
口
の
減
少
・
少
子
高
齢
化�

子ども：15歳未満（年少人口）　　大人：15～64歳（生産人口）�
高齢者：65歳以上（老年人口）�

人口の減少�

少子高齢化�

合併まちづくりプランによる施策の推進�

人口の推移（H12→H42）�

世代別人口の変化（子どもに対する大人の数）�

生産人口� 年少人口�老年人口�

5

5.5

0
H12（合併前）� H27 H42

6

6.5
（万人）�

約6万人�
（3市村合計）�

約6万2千人�

約5万8千人�

ピーク�

2.3人�1.1人�
高
齢
者�

3.7人�4.7人�
大
　
人�

0.7人�1人�
子
ど
も�

H12（合併前）� H42

0
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70

H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42

40 41 41 40 37 35 33 32

8 10 12 14 18 20
21 20
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（千人）�

将来の
人口推計


